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〔
追
　
悼
〕

藤
田
貞
一
郎
先
生
を
偲
ん
で

廣　

田　
　
　

誠

　

藤
田
貞
一
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
本
誌
『
経
済
史
研
究
』
に
藤

田
先
生
は
、
論
稿
と
し
て
「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
営
業
の
自
由
」

観
─
基
礎
史
料
発
掘
の
試
み
─
」（
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
ま
た

「
歴
史
随
想
」
と
し
て
「「
世
紀
末
」
に
寄
せ
て
」（
第
二
号
、
一
九
九

八
年
）
と
「
訓
詁
学
再
考
」（
第
一
四
号
、
二
〇
一
一
年
）、「「
支
那
事

変
」
か
ら
「
大
東
亞
戦
争
へ
」」（
第
一
七
号
、
二
〇
一
四
年
）、
さ
ら

に
書
評
と
し
て
「
纐
纈
厚
著
『
日
本
降
伏
─
迷
走
す
る
戦
争
指
導
の

果
て
に
─
』」（
第
一
八
号
、
二
〇
一
五
年
）、
加
え
て
「
石
井
寛
治
教

授
に
よ
る
書
評
へ
の
リ
プ
ラ
イ
」（
第
八
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
、
そ

れ
ぞ
れ
執
筆
さ
れ
た
。
ま
た
藤
田
先
生
の
御
著
書
に
対
し
小
室
正
紀

氏
が
『
国
益
思
想
の
系
譜
と
展
開
─
徳
川
期
か
ら
明
治
期
へ
の
歩
み

─
』（
第
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
石
井
寛
治
氏
が
『
近
代
日
本
経
済

史
研
究
の
新
視
角
─
国
益
思
想
・
市
場
・
同
業
組
合
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

漂
流
記
─
』」（
第
八
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
川
口
浩
氏
が
『「
領
政
改

革
」
概
念
の
提
唱
─
訓
詁
学
再
考
』（
第
一
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
に

つ
い
て
の
書
評
を
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
『
経
済
史
研

究
』
の
刊
行
主
体
で
あ
る
日
本
経
済
史
研
究
所
の
開
所
七
〇
周
年
記

念
論
文
集
『
経
済
史
再
考
』（
徳
永
光
俊
・
本
多
三
郎
編
、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）
に
藤
田
先
生
は
「
暴
利
取
締
令
と
「
営
業
の
自
由
」

観
─
大
正
期
の
一
事
例
─
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
藤
田
先
生
と
の
か
か
わ
り
が
き
わ
め
て
深
い
本
誌

『
経
済
史
研
究
』
に
、
学
部
や
大
学
院
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
藤
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田
先
生
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
所
謂
弟
子
で
は
な
い
私
が
、
藤
田
先
生

に
関
し
て
一
文
を
も
の
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
恐
縮
で
は
あ
る
が
、

私
が
大
学
院
に
進
学
し
研
究
者
と
し
て
の
道
を
選
ん
で
以
来
、
学
部

ゼ
ミ
と
大
学
院
の
先
輩
で
あ
り
、
ま
た
私
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
市

場
史
研
究
の
開
拓
者
で
も
あ
る
藤
田
先
生
か
ら
は
、
公
私
に
わ
た
り

数
多
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
そ
の
御
恩
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
い
、

ま
た
先
生
の
御
霊
に
捧
げ
る
た
め
、
本
稿
で
は
藤
田
先
生
の
研
究
者

と
し
て
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
若
干
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

紹
介
申
し
上
げ
る
。

〈
藤
田
先
生
の
ご
足
跡
〉

　

藤
田
貞
一
郎
先
生
は
一
九
三
四
年
平
壌
府
（
朝
鮮
）
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
鴨
緑
江
岸
の
新
義
州
府
で
成
長
さ
れ
た
。
自
ら
綴
ら
れ
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
藤
田
先
生
は
「
腺
病
質
体
質
で
「
三
日
に
あ
げ

ず
熱
を
出
し
」
病
院
通
い
に
明
け
暮
れ
」
る
幼
少
年
期
を
お
く
ら
れ

た
。
そ
の
後
健
康
は
取
り
戻
さ
れ
た
も
の
の
、
終
戦
後
の
一
九
四
六

年
秋
、「
蜿
々
と
続
く
引
揚
者
の
群
れ
の
一
員
と
し
て
夜
に
日
を
つ

い
で
歩
き
、
鎮
南
浦
の
は
る
か
南
の
名
も
知
ら
ぬ
峠
で
三
十
八
度
線

を
越
え
る
」
と
い
う
過
酷
な
体
験
の
末
、
引
揚
げ
を
果
た
さ
れ
た
。

　

長
じ
て
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
に
入
学
さ
れ
た
藤
田
先
生
は
、
安

藤
精
一
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
属
し
、
太
閤
検
地
を
テ
ー
マ
と
し
て

卒
業
論
文
に
と
り
く
む
う
ち
に
大
学
院
へ
の
進
学
を
志
さ
れ
た
。
安

藤
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
一
九
五
八
年
藤
田
先
生
は
大
阪
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
進
学
さ
れ
、
宮
本
又
次
先
生
の
ご
指
導

を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
大
学
院
時
代
の
藤
田
先
生
は
、
膨
大
な
鴻

池
善
右
衛
門
家
史
料
の
分
析
に
取
り
組
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
こ
ち

た
き
議
論
は
さ
て
お
い
て
、
何
よ
り
も
一
次
史
料
に
取
り
か
か
る
」

と
い
う
宮
本
先
生
の
学
風
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
学
ば
れ
た
。

修
士
論
文
は
「
鴻
池
新
田
の
経
営
的
性
格
」
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
阪
大
大
学
院
在
籍
中
に
藤
田
先
生
は
、
和
歌
山
藩
の
御
仕
入

方
に
関
す
る
論
文
「
幕
藩
体
制
社
会
後
期
に
お
け
る
紀
州
藩
の
経
済

政
策
」
を
執
筆
さ
れ
、
こ
れ
は
宮
本
又
次
先
生
編
の
『
藩
社
会
の
研

究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
論

文
の
執
筆
過
程
で
藤
田
先
生
が
そ
の
重
要
性
に
注
目
さ
れ
た
国
益
思

想
は
、「
大
名
領
知
経
済
の
自
立
化
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
終

生
「
一
時
も
脳
裡
を
離
れ
る
こ
と
の
な
い
」
問
題
意
識
と
な
っ
た
。

ま
た
の
ち
に
藤
田
先
生
の
新
た
な
研
究
領
域
と
な
っ
た
市
場
史
研
究

の
出
発
点
は
、
こ
の
大
学
院
時
代
に
、
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
の
歴

史
編
纂
を
宮
本
又
次
先
生
が
引
き
受
け
ら
れ
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
藤
田
先
生
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
八
年
、
松
山
商
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科
大
学
経
済
学
部
に
講
師
、
助
教
授
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
。
こ
の
間

一
九
六
六
年
に
初
の
御
著
書
『
近
世
経
済
思
想
の
研
究
─
「
国
益
」

思
想
と
幕
藩
体
制
─
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
刊
行
さ
れ
、
ま
た
翌
年
に

は
経
済
学
博
士
を
大
阪
大
学
よ
り
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
六
八

年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
は
、
同
志
社
大
学
商
学
部
に
助
教
授
、
教

授
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
。
同
志
社
大
学
に
御
勤
務
の
間
、
一
九
七
二

年
に
『
近
代
生
鮮
食
料
品
市
場
の
史
的
研
究
─
中
央
卸
売
市
場
を
め

ぐ
っ
て
─
』（
清
文
堂
出
版
）
を
、
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
『
近
代
日

本
同
業
組
合
史
論
』（
清
文
堂
出
版
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

〈
藤
田
先
生
の
研
究
姿
勢
〉

　

藤
田
先
生
は
還
暦
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
日
本
同
業
組
合
史

論
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
宮
本
又
次
先
生
と
安
藤
精
一
先
生
の
両

恩
師
に
つ
い
て
「
宮
本
先
生
は
七
〇
歳
代
の
御
研
究
を
八
〇
歳
に
お

成
り
の
頃
、『
住
友
家
の
家
訓
と
金
融
史
の
研
究
』（
同
文
館
）、
安

藤
先
生
は
六
〇
歳
代
の
御
研
究
を
七
〇
歳
に
お
成
り
の
頃
、『
近
世

公
害
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
）、
と
い
う
名
著
に
お
ま
と
め
に

な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
両
先
生
の
学
者
人
生
の
蓄
積
の
上
に
立
っ
て

新
境
地
を
開
拓
な
さ
っ
た
創
造
力
あ
ふ
れ
る
書
物
で
あ
る
。」
と
述

べ
ら
れ
た
上
で
、「
宮
本
・
安
藤
両
教
授
に
あ
や
か
り
六
〇
歳
代
に

も
何
か
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
は
い
る
の
だ
が
、
ど
う
な
る
や
ら
。」

と
控
え
め
に
希
望
を
語
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
藤
田
先
生
は
一

九
九
八
年
に
『
国
益
思
想
の
系
譜
と
展
開
─
徳
川
期
か
ら
明
治
期
へ

の
歩
み
』（
清
文
堂
出
版
）、
二
〇
〇
三
年
に
『
近
代
日
本
経
済
史
研

究
の
新
視
角
─
国
益
思
想
・
市
場
・
同
業
組
合
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流

記
─
』（
清
文
堂
出
版
）、
ま
た
同
志
社
大
学
商
学
部
を
退
職
さ
れ
た

の
ち
の
二
〇
一
一
年
に
は
『「
領
政
改
革
」
概
念
の
提
唱　

訓
詁
学

再
考
』（
清
文
堂
出
版
）
と
、
精
力
的
に
御
著
書
を
刊
行
さ
れ
、
自
ら

の
誓
い
を
現
実
の
も
の
と
さ
れ
た
。

　

常
に
新
た
な
視
角
か
ら
問
題
を
提
起
さ
れ
る
藤
田
先
生
の
ご
研
究

に
対
し
、
多
く
の
研
究
者
は
批
判
で
は
な
く
黙
殺
と
い
う
形
で
こ
た

え
た
。
藤
田
先
生
が
長
期
間
に
わ
た
り
多
数
の
論
文
を
執
筆
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
ら
を
ご
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
学
界
の

あ
り
か
た
に
対
し
異
議
を
唱
え
続
け
る
必
要
を
痛
感
し
て
お
ら
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
藤
田
先
生
は
常
に
鞄
の
中
へ
幾
冊
か
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
る
書
物
（
そ
の
多
く
は
外
国
語
の
文
献
）
を
入
れ
て
持

ち
歩
か
れ
、
こ
れ
ら
を
読
ん
で
お
ら
れ
た
。
藤
田
先
生
の
多
岐
な
分

野
に
わ
た
る
独
創
的
な
ご
研
究
は
、
こ
う
し
た
膨
大
な
文
献
の
読
破

に
よ
り
得
た
鋭
い
問
題
意
識
が
、
幅
広
く
渉
猟
さ
れ
た
史
料
に
よ
る

徹
底
し
た
実
証
と
結
び
付
き
、
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
藤

田
先
生
は
「
興
味
を
持
ち
出
し
た
ら
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
な
。
続
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け
る
こ
と
は
本
当
に
大
事
。
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
僕
の
国
益
研
究
が

そ
れ
な
り
に
意
味
を
持
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
歴
史
の
資
料
な

ん
て
、
い
っ
ぺ
ん
に
全
部
出
て
く
る
は
ず
は
な
い
か
ら
な
。
ぼ
ち
ぼ

ち
出
て
き
て
、
あ
る
い
は
人
が
教
え
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
自
分
な
り

に
消
化
し
て
体
系
化
す
る
と
い
う
も
ん
だ
ろ
う
な
。
そ
う
い
う
気
が

し
ま
す
ね
。」
と
語
ら
れ
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
継
続
し
て
追
及
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

〈
藤
田
先
生
と
市
場
史
研
究
会
〉

　

ま
た
『
近
代
生
鮮
食
料
品
市
場
の
史
的
研
究
』
に
よ
り
市
場
史
と

い
う
経
済
史
研
究
の
新
た
な
領
域
を
開
拓
さ
れ
た
藤
田
先
生
は
、
一

九
八
四
年
一
一
月
発
足
の
「
市
場
史
研
究
会
」
で
初
代
代
表
に
就
任

さ
れ
、
一
九
九
四
年
六
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
初
代
の
事
務
局

世
話
人
で
あ
っ
た
中
村
勝
氏
と
と
も
に
同
研
究
会
の
基
盤
を
確
立
さ

れ
た
。
こ
の
研
究
会
が
わ
が
国
に
お
け
る
市
場
史
研
究
の
進
展
に
お

よ
ぼ
し
た
影
響
は
誠
に
大
き
く
、
以
後
多
数
の
研
究
者
の
参
加
を
得

て
市
場
史
研
究
は
量
的
・
質
的
に
拡
大
し
た
。

　

市
場
史
研
究
の
進
展
を
示
す
一
つ
の
出
来
事
と
し
て
、
一
九
八
七

年
同
志
社
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
社
会
経
済
史
学
会
第
五
六
回

全
国
大
会
が
あ
る
。
こ
の
と
き
藤
田
先
生
は
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し

て
市
場
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
結
集
し
、
共
通
論
題
報
告
「
産
業

革
命
と
国
内
流
通
機
構
─
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
市い
ち

場ば

史
─
」
を

組
織
さ
れ
、
産
業
革
命
に
対
応
し
て
生
じ
る
国
内
商
業
、
と
り
わ
け

生
鮮
食
料
品
市
場
を
中
心
と
す
る
日
用
品
流
通
機
構
の
変
革
・
再
編

を
「
市
場
革
命
」
と
名
付
け
、
経
済
史
研
究
に
お
け
る
不
可
欠
の
研

究
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。

　

代
表
を
退
か
れ
る
前
年
の
一
九
九
三
年
、
藤
田
先
生
は
市
場
史
研

究
会
の
会
誌
『
市
場
史
研
究
』
第
一
三
号
の
編
集
後
記
で
、
会
員
数

が
一
八
〇
名
を
超
え
た
同
研
究
会
に
つ
い
て
「「
真
理
は
必
ず
し
も

多
数
決
な
ら
ず
」
と
す
る
学
問
的
論
理
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
自

由
な
研
究
と
発
言
の
場
を
確
保
さ
せ
得
る
程
の
会
員
の
支
持
が
絶
対

不
可
欠
で
あ
る
」
と
、
市
場
史
研
究
の
発
展
と
研
究
会
の
着
実
な
成

長
に
喜
び
を
率
直
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
。

〈
藤
田
先
生
と
酒
席
〉

　

と
こ
ろ
で
藤
田
先
生
と
言
え
ば
、
お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
こ

と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
藤
田
先
生
に
と
っ
て
の
お
酒
が
、

た
ん
な
る
嗜
好
品
の
域
を
超
え
て
、
新
た
な
研
究
に
と
り
く
ま
れ
る

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
先
生
を
知
る
多
く

の
人
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
私
は
ま
っ
た
く
の
下
戸
で
あ
る

が
、
し
ば
し
ば
藤
田
先
生
の
酒
席
に
お
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
宴

も
終
わ
り
に
近
付
く
こ
ろ
、
決
ま
っ
て
藤
田
先
生
は
銚
子
を
一
本
注



117

文
さ
れ
、「
僕
は
こ
れ
で
卒
業
す
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
。
最
後
の

一
本
を
楽
し
ま
れ
る
こ
と
を
「
卒
業
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
藤
田
先
生
の
酒
席
は
終
始
な
ご
や
か
で
あ
っ
た
。

ま
た
先
生
は
お
酒
を
好
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
甘
い
も
の
も
お
好
き

で
、
酒
席
の
後
に
席
を
移
し
た
喫
茶
店
で
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

注
文
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
一
時
期
、
市
場
史
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
で
申
請
を
繰
り
返
し
た
末
に
交
付
を
受
け
た
科
研
費
を
用
い

て
、
藤
田
先
生
の
お
供
で
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
足
し
げ
く
通
い
、

史
料
収
集
に
励
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
昼
休
み
に
は
同
図
書
館
内
の

食
堂
を
利
用
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
藤
田
先
生
が
好
ん

で
注
文
さ
れ
た
の
は
ス
キ
ヤ
キ
丼
で
、
ま
た
藤
田
先
生
は
こ
の
食
堂

の
シ
ェ
フ
が
、
江
戸
前
の
端
切
れ
の
よ
い
口
調
で
て
き
ぱ
き
と
注
文

を
さ
ば
く
さ
ま
を
高
く
評
価
し
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
二
〇
一
五
年

現
在
、
こ
の
食
堂
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
た
め
、
ス
キ
ヤ
キ
丼
は
姿
を
消
し
た
。
ま
た
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
で
名
物
シ
ェ
フ
も
去
っ
た
。
私
は
現
在
も
上
京
の
お
り

史
料
を
求
め
て
同
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
が
、
そ
の
食
堂
で
藤
田
先
生

の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
藤
田
貞
一
郎
先
生
の
御
著
書

と
と
も
に
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

藤
田
貞
一
郎
「
い
と
恥
ず
か
し
き
こ
と
な
ん
ど
」（
藤
田
貞
一
郎
・
宇

田
正
編
『
宮
本
又
次
史
学
館
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
所

収
）

藤
田
貞
一
郎
「
編
集
後
記
」『
市
場
史
研
究
』
第
一
三
号
、
一
九
九
四

年
藤
田
貞
一
郎
「
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
読
書
会
」（
勝
山
欣
哉
・
藤
田
貞
一

郎
・
高
嶋
雅
明
編
『
藤
か
ず
ら　

和
歌
山
大
学　

経
済
学
部
安
藤
ゼ

ミ　

卒
業
生
の
軌
跡
』〈
藤
会
（
安
藤
ゼ
ミ
卒
業
生
の
会
）
発
行
、

宇
治
書
店
発
売
、
二
〇
〇
一
年
〉
所
収
）

宇
佐
美
英
機
・
原
田
政
美
「
藤
田
貞
一
郎
先
生
の
ご
研
究
」（
安
藤
精

一
・
藤
田
貞
一
郎
編
『
市
場
と
経
営
の
歴
史
─
近
世
か
ら
近
代
へ
の

歩
み
─
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、
所
収
）

「
藤
田
貞
一
郎
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（
聞
き
手
：
廣
田
誠
、
長
廣
利

崇
）（
経
営
史
学
会
編
『
経
営
史
学
の
歩
み
を
聴
く
』
文
眞
堂
、
二

〇
一
四
年
、
所
収
）

（
ひ
ろ
た
　
ま
こ
と
・
大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）




